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我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
に
伴
い
、
社
会
・
経
済
・
家

族
・
地
域
と
い
っ
た
基
本
的
条
件
の

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
更
に
、

3
年
以
上
に
渡
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
広
が
り
は
、
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
と
り
わ
け
我
々
高
齢
者
の
健
康
・
生
活
・
活
動
へ
の

制
限
や
、
社
会
的
な
孤
立
、
孤
独
な
ど
と
い
っ
た
事
態
を
顕

在
化
さ
せ
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
達
も
少
し
元
気
が

な
く
な
っ
た
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に
し
て
高
齢
者
も
住
み
慣
れ
た
藤

崎
町
の
構
成
員
と
し
て
、
健
康
で
自
立
し
た
日
常
生
活
が
出

来
る
よ
う
、
ま
た
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
こ

と
が
大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
今
後
と
も
会
員
の
意
欲
と
行
動
、
町
民
の

励
ま
し
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
行
政
の

理
解
と
支
援
の
も
と
に
、
健
康
・
友
愛
・
地
域
へ
の
貢
献
な

ど
多
彩
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
仲
間
は
も
と
よ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
共
に
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

が
出
来
る
よ
う
な
共
生
社
会
の
実
現
の
為
に
、
一
翼
を
担
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

で
支
え
合
い
な
が
ら
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
と
連
携
し
、
明
る
く
元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
実
践

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
は
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
意
義
や
有
効
性
へ
の
理
解
を
深
め
、
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
活
動
や
友
愛
活
動
、
そ
し
て
地
域
の
仲
間
た
ち
と

行
く
楽
し
い
研
修
旅
行
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
会
員
の
み

ん
な
で
地
域
の
仲
間
を
増
や
す
会
員
増
強
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
と
新
し
い
年
が
、
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

令
和
５
年
⓫
月
⓲
日
㈯
・
⓳
日
㈰
、
第
⓫
回
ふ
じ
さ
き
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町
老
連
が
子
供
広
場
で
「
昔
の
遊
び

コ
ー
ナ
ー
」
を
担
当
し
た
。

◆
秋
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ

ン
グ常

盤
小
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
演
奏
で
ま
つ
り
が

始
ま
っ
た
。

◆
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

活
動町

老
連
が
イ
ベ
ン
ト
館

（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎
）

の
広
場
（
昔
の
遊
び
コ
ー

ナ
ー
）
に
役
員
・
若
手
委
員
・
女
性
部
員
が
二
日
間
と
も
⓴

人
ず
つ
（
延
べ
人
数
㊵
人
）
が
「
ず
ぐ
り
・
め
ん
こ
・
け
ん

玉
・
お
手
玉
・
あ
や
と
り
・
お
は
じ
き
」
を
子
供
達
に
手
ほ

ど
き
し
、
一
緒
に
楽
し
ん
だ
。

◆
遊
び
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
常
時
⓴
人
く
ら
い
の
親
子
・
友
達
・
兄

弟
姉
妹
な
ど
が
自
由
に
昔
の
遊
具
を
手
に
取
り
、
楽
し
ん
で

遊
ん
で
い
た
。

・
め
ん
こ
（
ビ
ダ
）

ス
タ
ッ
フ
が
遊
び
方
を
こ
の
よ
う
に
「
ひ
っ
く
り
返
す
・

は
じ
く
」
と
教
え
て
い
た
。

・
ず
ぐ
り
ま
わ
し

６
年
も
遊
び
に
来
た
の

か
、
上
手
に
出
来
る
子

供
が
一
緒
に
来
た
友
達

に
、
ず
ぐ
り
を
持
つ
と
き

は
「
ち
ゃ
わ
ん
」
を
持
つ

よ
う
に
、
ヒ
モ
を
持
つ
と

き
は
「
鉄
砲
」（
ピ
ス
ト

ル
？
）
を
持
つ
よ
う
に
と

子
供
同
士
の
合
言
葉
で
教

え
た
の
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

成
功
す
る
と「
ヤ
ッ
タ
ー
・

ア
ッ
！
・
す
ご
い
」
と
歓

声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
た
。

◆
遊
び
を
通
し
て

親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
世
代
間
交

流
で
楽
し
ん
だ
遊
び
コ
ー

ナ
ー
、
参
加
者
は
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大

い
に
楽
し
ん
で
い
た
。

　

例
年
一
月
に
開
催
し
て
き
た
「
新
年
研
修
会
」
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
防
止

の
た
め
に
中
止
し
、
理
事
会
を
開
催
し
ま
す
。、

一
、
日
時
　
２
月
８
日
㈭
10
時
～
12
時

二
、
場
所
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、 

日
程
　

　
⑴
受
付　
　
９
時
30
分
～
10
時

⑵
開
会　
　
10
時
～
10
時
10
分

⑶
県
老
連
会
長
表
彰
状
の
伝
達
と
優
勝
報
告　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⓾
時
⓾
分
～
⓾
時
㊵
分

◆
東
町
チ
ー
ム 

全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
の
優
勝
報
告

◆
県
老
連
会
長
表
彰　
　

･
優
良
老
人
ク
ラ
ブ 

徳
下
徳
寿
会 （
会
長 

山
内
正
光
氏
）

･
個
人
功
労　

 　

    

佐
藤　

透　

氏
（【
白
寿
】
執
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
佳
丘
子
氏
（
女
性
部
長
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木　

洋
一
氏
（
老
連
事
務
局
長
）

　

⑷
講
話　
　
10
時
㊺
分
～
11
時
㊺
分

　
　

演
題
「
町
政
報
告
及
び
高
齢
者
対
策
」　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

講
師　

藤
崎
町
長　

平
田　

博
幸　

氏

四
、
閉
会
　
　

⓫
時
㊿
分

※
そ
の
他
、理
事
と
は

　
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、専
門
部
長
、

　
　

女
性
部
長　

広
報
委
員
長
、
若
手
委
員
長

　
　

本
部
役
員（
会
長
、副
会
長
、監
事
、会
計
、事
務
局
長
）

※
出
席
者
は
申
込
書
に
記
入
の
上
、    

１
月
⓯
日
㈪
ま
で
に
、

　
　

単
位
ク
ラ
ブ
は
藤
崎
･
常
盤
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓

　
　

口
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
書
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
宛
は
【
白
寿
】
１
月
号
に
同
封

　

し
ま
す
。

専
門
部
・
委
員
会
は
御
足
労
お
掛
け
し
ま
す
が
、
藤
崎
･

　

常
盤
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
領
し
て
下
さ
い
。

　

欠
席
の
場
合
は
、必
ず
代
理
の
役
員
の
出
席
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

1　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 月
2 火
3 水
4 木
５ 金
6 土 レクダンス部    9:00
７ 日
8 月 成人の日
9 火 役員会 10:00

囲碁・将棋部 12:30
10 水
11 木 囲碁・将棋部 12:30
12 金
13 土 レクダンス部    9:00
14 日
15 月 芸能部 12:00
16 火 囲碁・将棋部 12:30
17 水

18 木 福祉課・社協・老連連絡会議 10:00
囲碁・将棋部 12:30

19 金
20 土 レクダンス部    9:00
21 日

22 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

23 火 囲碁・将棋部 12:30
24 水 茶道部 13:00
25 木 囲碁・将棋部 12:30
26 金
27 土 レクダンス部    9:00
28 日

29 月 芸能部 12:00
【白寿】配布日 16時➡

30 火 囲碁・将棋部 12:30
31 水     

◇
老
連
理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

 

新
年
を
迎
え
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
舘
山
　
新
一

　

楽
し
か
っ
た
・
昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
第
⓫
回
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り

常盤小スクールバンドで開会全国に話題になっているジャンボおにぎり完成

けん玉は指導する会員より上手 津軽独自の「ずぐり」まわし

牡
か
　蠣

き

季節　冬
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
2
0
1
9
年
以
来
と
な
る

研
修
旅
行
。
旅
行
日
と
な
っ
た
⓫
月
⓰
日
㈭
は
、
皆
さ
ん
の

日
頃
の
行
い
が
良
い
せ
い
か
、
雲
・
風
共
に
な
く
、
す
ば
ら

し
い
小
春
日
和
で
し
た
。

当
日
は
新
し
く
購
入
さ
れ
た
町
の
福
祉
バ
ス
に
総
勢
㉑
名

の
会
員
が
乗
車
し
て
、
水
木
地
区
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
を
9

時
半
に
出
発
。

目
指
す
今
回
の
研
修
先
は
、
久
し
ぶ
り
に
昔
懐
か
し
い
青

森
・
函
館
を
結
ぶ
青
函
航
路
で
運
航
さ
れ
た
八
甲
田
丸
の
見

学
と
青
森
市
の
観
光
施
設
で
、
青
森
ね
ぶ
た
が
展
示
さ
れ
て

あ
る
ワ
ラ
ツ
セ
の
見
学
。

八
甲
田
丸
で
は
操
舵
室
並
び
に
最
上
階
甲
板
か
ら
眺
め
る

青
く
広
が
る
青
森
湾
の
海
面
を
満
喫
。
ワ
ラ
ツ
セ
で
は
今
年

の
夏
を
沸
か
せ
た
ね
ぶ
た
と
、
各
パ
ー
ツ
内
部
を
じ
か
に
見

て
、
こ
れ
を
作
る
手
間
は
大
変
だ
ろ
う
と
想
像
。

お
昼
は
平
川
市
津
軽
お
の
え
温
泉
日
帰
り
の
宿
「
福
家
」

で
お
膳
を
囲
ん
で
の
食
事
。

ビ
ー
ル
等
で
乾
杯
し
た
あ
と
美
味
し
い
料
理
を
頂
い
て
、

各
自
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
人
、
温
泉
に
つ
か
る
人
、
ト

ラ
ン
プ
で
楽
し
む
人
。

楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、午
後
三
時
に「
福

家
」
を
出
発
し
帰
路
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
月
号
よ
り
続
き
）

八
幡
宮
は
旧
常
盤
村
に
、
常
盤
、
榊
、
若
松
、
徳
下
、
富

柳
、
水
木
と
六
地
区
に
鎮
座
し
て
い
る
の
で
、
一
体
こ
の
由

来
は
何
か
と
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
総
本
社
は
大
分
県
宇
佐
市

の
「
宇
佐
神
宮
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
天
皇
む
か
し

む
か
し
」（
角
川
文
庫
、
昭
和
�
年
発
行
）
の
八
幡
宮
物
語

の
巻
を
長
々
読
ん
で
自
分
な
り
に
一
口
で
申
す
と
、「
八
幡
」

と
い
う
の
は
沢
山
の
旗
の
こ
と
で
、
朝
鮮
に
沢
山
の
旗
を
立

て
る
「
ム
ー
タ
ン
」
と
い
う
祭
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
と
つ

な
い
で
、
八
幡
と
い
う
神
様
は
朝
鮮
帰
化
人
が
も
っ
て
き
た

神
で
、
朝
鮮
出
兵
に
か
ら
ま
せ
て
神じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

功
皇
后
と
お
腹
の
中
に

入
っ
て
い
た
応
神
天
皇 

（
⓯
代
天
皇
）
を
祭
神
と
し
た
も
の

の
よ
う
だ
。
ま
た
「
日
本
歴
史
館
」（
平
成
５
年
小
学
館
発

行
）
に
よ
れ
ば
、「
八
幡
神
は
８
世
紀
初
頭
の
大お
お
す
み
の
は
や
と

隅
隼
人
の
同

化
政
策
の
中
で
生
み
だ
さ
れ
た
隼
人
鎮ち
ん
ぶ撫

神
で
あ
る
」
と
書

か
れ
て
あ
っ
た
。

な
お
日
本
歴
史
地
名
大
系（
平
凡
社
発
行
）に
よ
る
と「
常

盤
八
幡
宮
は
明
治
６
年
か
ら
８
年
ま
で
徳
下
八
幡
宮
を
合
祀

し
た
」
と
あ
る
が
、
常
盤
に
は
記
録
が
な
い
。
徳
下
に
明
治

６
年
⓾
月
の
棟
札
は
あ
っ
た
が
何
と
書
い
て
あ
っ
た
か
は
忘

れ
た
。

旧
拝
殿
は
解
体
せ
ず
、
宝
物
殿
と
し
て
昔
の
ま
ま
の
姿
で

残
し
て
あ
っ
た
。
入
口
の
上
に
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
判
読
困
難

な
芳
名
板
が
あ
る
。（
拝
殿
建
設
の
寄
附
者
名
だ
ろ
う
。
だ
と

す
れ
ば
明
治
㉙
年
８
月
㉙
日
）。

拾
円 

小
野
健
五
郎 

奥
田
正
六 

佐
々
木
柾
一 
斉
藤
善
二

四
円 

浅
利
由
吉　
　

三
円 

石
澤
興
太
郎

一
円 

早
川
丑
五
郎
、
五
十
銭 

高
木
久
治
、
飯
塚
惣
一
…
…
。

宵
宮
の
時
は
興
行
の
舞
台
と
し
た
り
広
く
活
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
、
常
盤
地
区
民

の
知
恵
だ
と
感
じ
た
。

絵
馬
が
固
く
張
り
付
け

て
残
っ
て
あ
っ
た
の
は
有

難
か
っ
た
が
、
裏
に
書
い

て
あ
る
奉
納
者
や
年
代
を

見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
あ
る
。

拾
い
上
げ
て
見
る
と
馬

の
大
形
額
、中
形
十
八
、小

形
七
、
狐
三
、
犬
三
、
御
宝
前
と
書
い
て
あ
る
額
二
、
そ
の

外
高
砂
、
松
に
鳩
、
鶏
、
蛇
、
風
景
画
等
㊴
枚
飾
ら
れ
て
あ

り
、
村
内
で
は
一
番
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
っ
た
。
解
明
で
き
た
の
は
、
明
治
㊵
丁ひ
の
と
ひ
つ
じ未
旧
６
月

⓮
日
、
大
正
⓫
年
旧
８
月
⓲
日
奉
納
、
名
前
の
判
名
は
、
高

木
興
助
、
二
階
重
吉
、
奥
田
正
六
、
高
木
富
太
郎
娘
い
そ
⓳

才
、
と
あ
っ
た
。
御み
こ
し輿

は
鈴
木
建
設
が
梅
田
町
の
た
め
築
造

し
寄
贈
し
た
も
の
だ
そ
う
で
、
立
派
な
も
の
が
シ
ー
ト
で
囲

ん
で
あ
っ
た
。
町
内
の
祭
の
時
は
担
い
だ
年
も
あ
っ
た
そ
う

だ
が
、
重
量
が
あ
り
過
ぎ
て
近
年
は
出
し
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
。
大
太
鼓
が
五
張
（
近
年
は
ネ
ブ
タ
用
）
篝か
が
り
び火

台
一
対
。

マ
ゲ
（
屋
根
裏
）
の
上
に
も
物
品
が
相
当
積
ま
れ
て
あ
っ

た
が
、
煤す
す

が
積
も
り
調
査
は
次
の
機
会
に
す
る
こ
と
と
し
た

が
、
一
枚
だ
け
目
に
つ
い
た
。
御
神
馬
寄
附
芳
名
録
と
あ
り
、

末
尾
に
一
金
三
万
三
千
四
十
円
、
昭
和
㊱
年
８
月
⓯
日
、
村

中
、
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
御
神
馬
は
境
内
に
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

　
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

久
し
ぶ
り
に
外
国
へ
行
く
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
ず
は
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
今
は
受
け
取
り
の
時
に
一

度
だ
け
役
所
に
足
を
運
ぶ
だ
け
で
済
む
。
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
と
携
帯
電
話
な
ど
を
用
い
て
や
り
と
り
す
る
（
写
真
も

自
分
で
と
る
）。最
終
的
に
受
け
取
り
に
行
く
だ
け
だ
と
い
う

…
…
こ
と
が
自
分
で
は
し
て
い
な
い
の
で
、
ハ
ッ
キ
リ
と
は

分
ら
な
い
。
ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ

た
時
に
、
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
が
目
に
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
や
り
直
し
に
な
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
乗
り
込
む
飛
行
機
だ
が
ジ
ャ
ン
ボ
機
（
大

型
機
で
行
け
れ
ば
良
い
と
い
う
時
代
）
が
流
行
っ
た
時
と
違

い
座
席
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
全
機
種
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
今
度
行
こ
う
と
思
っ
た
米
国
行
き
の
例
え
ば
ロ
ス

ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
⇆
羽
田
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
座
席
は

3
＋
3
＋
3
列
で
あ
り
、
昔
の
大
型
機
の
と
き
は
3
＋

6
＋
3
列
？
だ
っ
た
様
に
記
憶
し
て
い
る
。（
4
＋
６
＋

4
列
？
だ
っ
た
か
？
）

先
日
、
来
日
し
た
娘
の
話
だ
と
乗
っ
て
来
た
機
種
は
案
外

と
広
く
足
元
も
思
い
の
ほ
か
広
い
の
で
快
適
だ
っ
た
そ
う
で

あ
る
。娘
た
ち
と
よ
く
話
を
す
る
の
だ
が
、日
系
会
社
の
飛
行

機
は
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
の
で
お
勧
め
だ
そ
う
だ
。
何

よ
り
も
日
本
語
が
通
じ
る
の
と
、
無
理
し
て
英
語
を
話
さ
な

く
て
も
よ
く
負
担
が
少
な
い
。（
笑
い
）

と
こ
ろ
で
人
に
よ
っ
て
は
機
内
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

旅
行
者
も
多
い
こ
と
と
思
う
が
、
比
較
的
日
系
機
は
良
い
よ

う
に
思
う
。
と
き
に
選
択
に
も
よ
る
が
、
帰
り
便
な
ど
は
日

本
食
が
出
る
と
米
国
や
他
国
の
食
事
に
う
ん
ざ
り
し
て
き
た

人
に
は
ホ
ッ
と
心
安
ら
ぐ
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
話
に
戻
る
が
、
通
用
期
間
が
5
年
・
⓾
年

の
２
種
類
が
あ
る
。
海
外
旅
行
が
多
く
、
長
く
旅
を
す
る
人

は
⓾
年
の
方
か
な
？

さ
て
さ
て
、
今
度
行
く
米
国
旅
行
の
準
備
が
楽
し
く
て

し
ょ
う
が
な
い
。
更
に
、
団
体
旅
行
で
は
無
く
個
人
で
手
続

き
を
全
部
や
る
と
、
と
て
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
、
も
っ
と
楽
し

い
の
で
あ
る
。
時
々
だ
が
ミ
ス
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
も

ま
た
楽
し
い
の
あ
る
。

皆
様
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。
…
…

（
笑
い
）

◇
◇ 
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◇
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五
十
嵐
か
つ

無
為
の
日
々
ご
破
算
に
し
て
新
暦

海
野
比
呂
子

起
き
出
さ
な
起
き
ず
あ
れ
こ
れ
松
の
内

木
崎
　
道
子

「
み
す
ゞ
」き
く
子
ら
の
眼
差
し
外
は
雪

鳴
海
　
艸
人

添
え
書
き
の
無
き
ま
ま
遅
き
年
賀
状

清
水
稼
志
男

雪
吊
り
や
春
待
つ
城
郭
松
み
ど
り

三
年
ぶ
り
研
修
旅
行  

八
甲
田
丸
・
ワ
ラ
ツ
セ
見
学

      　
　
　
　
　
　
　

白
秋
倶
楽
部
み
ず
き青函連絡船「八甲田丸」の左舷側

久しぶりの旅行で、おしゃべりやゲームを楽しんだ

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
九
回 


